
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

式・
定義

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）６.成果があったこと（改善されたこと）

単位

・本事業の成果発表会において、教育関係者だけでなく地域の方々をはじめとする市民の方を招き、キャリア教育の重要性を広めていく。
・モデル事業での成果を県全体で共有するために、作成された手引きを活用する。
・全県体制で地域でつなぐキャリア教育を推進するために、事業を拡充し「地区連携推進協議会」の設置を推進していく。

事
業
概
要

100.00-

26年度 27年度

　
成
果
参
考
指
標

◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。
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実績値

23年度

地区連携推進連絡会の開催回数
実績値

達成率

-

％
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事務事業の名称 地域でつなぐキャリア教育モデル事業

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 教育指導課長　山﨑　敦史

施策Ⅲ－１－２　発達段階に応じた教育の
振興

電話番号 0852-22-5444

目
的

（１）対象 雲南・江津地区の小・中・高等学校

（２）意図 高等学校を拠点として、小・中学校及び地域との連携を強化し、「地域ぐるみで人材を育てる」キャリア教育モデルを創出する

4.00

目標値

　地区連携推進連絡会を設置することにより、高校主体
であった取組に地域の方々の声がより多く反映されるよ
うになった。

・今年度が最終年度の交付金事業であり、各地域の次年度以降のキャリア教育の推進の中心は市教育委
員会へと移行することになるが、体制整備に不十分な部分も見られる。
・モデル事業を通じて、地域でつなぐキャリア教育を県全体に波及させるという目的が達成できていな
い。

26年度 27年度
指標名 地区連携推進連絡会の開催回数

年度 23年度

　雲南地区・江津地区を3年間（Ｈ２５～Ｈ２７）の事業実施地域とし、地域の主体性を促し、地域ぐるみで人材を育てるために、各地区において「地区連携推
進連絡会」を実施主体として設置し、キャリア教育モデルを創出し、その成果の県内に波及する。
　□地区連携推進連絡会の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□地域・教職員の資質向上事業の実施（講演会等の実施等）
　□児童・生徒対象の事業（小中高の接続を図った取組の実施等）　　　　　　□成果普及（手引の作成と成果発表会の実施）

　平成26年度から事業の実施主体として位置付けた各地区の地区連携推進連絡会を定期的（年4回）に開くとともに、事前の準備会（4回）やワーキング会議（2
回）を開催するなど、地域が主体となって子供たちの主体性や挑戦意欲、地域・社会への貢献意欲を育む取組について検討を重ねてきている。
　また、地域の特色を活かし、雲南地域においては社会教育に係る地域との協働、江津地域においては教育課程内の活動を中心とした地域との協働に取り組んでい
る。

うち一般財源（千円） 5,910 6,252

２６年度実績 ２７年度計画

事　業　費（b）（千円） 5,910 6,252

単位

-

・体制を継続させるうえで、予算の裏付けが十分でない。
・地域でつなぐキャリア教育の展開するうえで必要な体制作りが進んでおらず、県全体への波及につな
がっていない。

・どこが主体となって体制づくりを行うかが明確でなく、体制づくりに必要な予算も組まれていない。

％

4.00

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

①順調に進んでおり課題がないため検討してい
ない


